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1. は し が き

合金の相変態には､規則不規則変態､析出変態､マルテンサイト変態等があり､

母相内でそれぞれ特徴ある原子移動をおこして新しい結晶が生まれるが､このよう

な微視的な構造変化とそれに伴う不均一性がこれら合金材料の物性を大きく支配す

ることは云うまでもない｡

本総合研究は､合金の相変態とそれに伴う微視的不均一を解明するため､変態機

構と密接に関連する ｢前駆現象｣を主題にとりあげ､全国のこの方面の一線級の研

究者 26名を結集して､昭和 59年から2ヶ年にわたり､多角的総合的に行なわれ

たものである｡

この目的の達成にむけて研究分担者らは(1)規則不規則変態と前駆現象､(2)析出変

態と前駆現象､(3)マルテンサイト変態と前駆現象､(4)複雑な構造の金属化合物の相

変態､(5)形状記憶効果の発現機構の5項目の研究領域で､相互に緊密な連絡をとり

つつ､超高圧高分解能電子顕微鏡､アトムプローブフィールドイオン顕微鏡､放射

光などの超強力Ⅹ緑を用いる回折 トポグラフイおよび散漫散乱強度測定､メスバウ

ワ-測定､等の最新鋭の研究手段を駆使して研究を進め､多くの新しい知見を得た｡

これらの研究結果は全員が持ち寄り､昭和60年 1月10日～12日神戸市にお

いて､更に､昭和 61年 1月8-10日に札幌市において､それぞれ､研究発表討

論会を開いて詳細に検討を行ない､その成果の集約を行った｡本報告書に記載の成

果は､構成メンバーの今後の研究に大きく役立っのみでなく､関連分野の研究の発

展にも禅益するところが大きいことを確信している｡

なお､本研究成果総まとめの研究討論会にあたり､大阪大学基礎工学部山田安定

教授に有意義な講演と討議を頂いたことを附記し､御協力に深謝する0
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